































































こ冶で問題とするノート 3 は，書簡で語られた「朝の物語」に相当し， 1908年12月前後
「朝の物語」のプロローグとして最初に書かれたものと推定出来る11)。
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t帯 話 内 n台~ fサント・ブーヴ f失われた時を求めて』に反駁するj
〈表〉 p. 3 ~ 8 fol. 1~29 (1) 夜明けの薄光と目覚め 「スワンの方」 pp.186~187 
35~43 (2) カーテンに写る光の帯と天候，外の様子 3 章 pp. 74~75 「囚われの女J P. 9 「花咲く乙女達J p. 953 
45~51 (3) ばら色の空と旅の夢想、 " p. 75~76 
56 (4) 窓ごしに見る光をあびた少女 " p. 81 ~82 「囚われの女J P 27 
75~78 (5) バルコニーの陽の光 6 章 qq. 1ω~ 1l0 「スワンの方J p. 396 
〈裏〉 16~35 (6) 風見鶏にあたる光とウ、ェニス 7 章 pp. 119~124 「消えた女J P. 623 
ノート 1
〈表〉 fol. 3~17 (1) バルコニーの陽の光(ノート 3 の (5) の異稿を含む) 6 章 pp. 1l0~114 「スワンの方J p. 397 「ゲ、ルマントの方Jpp. 81 ~82 
〈裏〉 1 ~29 (2) 目覚め(ノート 3 の(1)の異稿を含む) l 章 pp. 62~67 p. 3 ~ 8 2 章 pp. 68~73 「スワンの方j pp.186~ 187 
ノート 2
〈表〉 fol. 13~ 15 (1) ばら色の空と旅の回想(ノート 3 の (3) の異稿)
〈裏〉 7 (2) 太陽を讃歌する「干:LJの中の小人 3 章 pp. 76~77 「囚われの女J q. 12 
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